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は じ め に

アメリカ合州国では, 1980~90年代に若者の学力低

下や高度情報化,職業技術の高度化が叫ばれ,世界競

争に打ち勝つための教育政策が提言されてきた1)。ハ

イスクールではアカデミック教科が重視され,多くの

州で初等段階から標準テストを課すようになった。

生活や職業技術の変容,教育政策の変化は,職業教

育の中に位置づけられてきた家庭科教育に多大な影響

を及ぼすものである。 1994年に家政学の名称がHome

EConomicSからFamily & Consumer Sciencesに変

更されたことに象徴的であるように,アメリカの家庭

科教育は理念的にも実践的に変化しつつある。

本研究では,アメリカの中で家庭科カリキュラム研

究に先進的に取り組んできたオハイオ州を取り上げ,

家庭科すなわちFamily & Consumer Sciences Edu･

cationの実施状況や変化を明らかにし,家庭科教育の

あり方を検討する一助にすることを目的とした。

第1報では,現在中等教育レベルで州教育局が推奨

しているFamily & Consumer Sciencesのプログラ

ムと10年間の履修状況の変化について,州教育局家庭

科担当者の面接調査と実施報告書・カリキュラムガイ

ドなどを用いて明らかにした2)。 90年代に州教育局が

開発したFamily & Consumer ScienceSプログラム

は,個人・家族の生活と仕事を扱うプログラムと職業

準備プログラムの2つからなる。前者は1990年代に思

春期の課題に応えて,生徒が問題解決などのプロセ

ス・スキルを習得しつつ,自尊感情を培いながら,自

己の現在や将来の仕事,個人・家族の生活を探求する

プログラムヘと改革されてきた。必要なスキルを位置

づけたカリキュラムが開発され,｢どのように学ぶか｣

が検討されてきた。その結果,10年間に履修者数は増

加していた｡特に, GRADSと名づけられた10代で親に

なる生徒のためのプログラムは,内容が豊かに組み換

えられ,対象者も女子のみから男女生徒になり,履修

者数は10年間で約1.5倍に増加していた。なお,98年度

の男子の履修者は全体の1割であった。

他方,後者の職業準備プログラムは,労働世界の変

容やアカデミック・スキルとの統合という動きに対応

しきれず,履修者数が減少していた。第1報では州教

育局が示したFamily & Consumer Sciences Educa-

tionの使命とプログラムの内容,プログラムの履修者

数と10年間の変化を概括的に明らかにするに留まっ

た。

では,実際に,学校ではどのような履修基準のもと

に,家庭科関連のコースが開講され,どのような授業

が実施されているのだろうか。また,アカデミック教

科の重視により,教育課程はどのように変化したのか。

生徒はそれらの変化をどのように感じているのか。あ

るいはこれらの変化は生徒にどのような影響を及ぼし

ているのか。これらの点については,各学区や学校の

教育課程を取り上げて検討することが必要である。特

に,オハイオ州の場合は｢ローカル・コントロール｣

と呼ばれ,ハイスクールの卒業要件や教育課程は各地

方学区の教育委員会により定められている3)。

そこで,第2・3報では,具体的に地方学区の家庭

科のコース・オブ・スタデイと学校の実践事例から検

討することにした。第2報ではハイスクールの事例と

してダブリン･サイオト･ハイスクール(Dublin Scioto

High School)を取り上げることにした。第3報ではミ

ドルスクールを取り上げる予定である。なお,上述し

たように,学区によりハイスクールの卒業要件などは

異なっており,本稿で取り上げるのはオハイオ州の1

事例にすぎず,限界があることを記しておきたい。ま

た,本稿は, 1999年9月に収集した報告書や資料と面

接調査,授業参観をもとに執筆した。面接したのは,

オハイオ州教育局でFamily & Consumer Sciences

を担当しているSharon Enlight4),ダブリン・サイオ
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ト・ハイスクールの家庭科教師Jeniffer Workman と

Amanda Canary, ESLのバイリンガルスタッフとし

て非常勤で働いているThosi Smith である。

1.ダブリン・サイオト・ハイスクールの特徴

ダブリン・サイオト・ハイスクールは,コロンバス

の北西にあるダブリン学区にある。ダブリンはコロン

バス郊外の住宅地で,学校の年次報告書には中流の上

の階層が多いと記されている。ダブリン学区には,2

つの4年制ハイスクール(Dublin Scioto High School

とCoffman High School), 4つのミドルスクール,8

つのエレメンタリー・スクールがある。

サイオト・ハイスクールは1995年に開校したばかり

の新設校である。コフマン・ハイスクールの方は,伝

統校であり,学校規模も大きく,後述するように大学

進学率も高い。

1999年度報告書によると,サイオト・ハイスクール

の生徒数は1260人,教師数が98人,カウンセラーが4

人である。大学進学率は,4年生大学に進学する者が

70%,短期大学に進学する者が14%で,合計84%が大

学に進学する。なお,コフマン・ハイスクールは,約

95%が大学に進学するということであり,オハイす州

の大学進学率の平均が約40%であることを考えると,

この学区の進学率は非常に高いといえる。

この学区で特徴的なのは,生徒の多文化状況に応じ

て,英語を母国語としない生徒のためのプログラムが

ある点である。一つは,バイリンガル･エイドとして,

6人のスタッフが非常勤で雇用され,日本人をはじめ

他国の出身者に様々な援助がなされている。例えば,

親と教師の間で通訳をしたり,生徒たちの学習援助な

どである。もう一つは, Study Hall という時間を設定

し,英語が母国語でない生徒はこのクラスに来て,勉

強すると1年間で1単位取得できる。英語が母国語で

ない生徒の出入りも自由であるが,単位にはならない。

生徒は,必要な時にバイリンガル・エイトのスタッフ

の支援を受け,宿題やテスト勉強をこなす。また,日

本語のできる生徒が来て,日本人生徒と話したり,援

助したりもする。このような制度は,コロンバスなど

にもある。ダブリンの場合,工場や会社の誘致により,

日本人家族をはじめとする外国人就労者家族が増加し

たために, 1980年代の後半から始まったという。

2.ダブリン学区のハイスクール卒業要件と

教育課程

先に述べたように,オハイオ州ではハイスクールの

卒業要件と教育課程は,各学区の教育委員会により定

められている。

ダブリン学区の教育委員会により作成されたハイス

クールの教育課程に関する冊子5)には,ハイスクール

の卒業要件として必要な最低限の単位数,大学進学要

-

件として必要な最低限の単位数,そして開講するコー

ス一覧と各コースの解説などが記されている。

ダブリン学区のハイスクール卒業要件は,表1・2

に示すとおりである。表3は,開講コース一覧である。

2つのハイスクニルは,これらに基づいて教育課案

を作成する。生徒は,英語を除いて,ホームルームク

ラスで授業を受けることはなく,多学年の生徒が混在

して授業を受ける｡表3からわかるように,多くのコー

スが開講されており,この中から必y修・選択ともに生

徒が選択する。科目によっては履修学年の指定がなさ

れているものもある。また,必修単位の取り方につい

ては規定が記されているが,ここでは省略する。

卒業要件と教育課程から気づくのは,以下の点であ

る。

第1に,近年,理数科目とコンピューター教育が重

視されつつある点である｡ハイスクール卒業要件では,

1999年度から2002年度の間に,数学と科学の単位数が

増加している。 1999年度報告書に記されていた卒業要

表1 ダブリン学区のハイスクール卒業要件(2000-2001

年度卒業の場合)

表2 ダブリン学区のハイスクール卒業要件(2002年度

卒業の場合)
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表3 ダブリン学区のハイスクールのコース一覧(1999-2000年度の場合)
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表4 大学進学要件

件と表1を比べると,2000-2001年度卒業生用はテク

ノロジーの選択1単位が加えられ,科学が1単位から

2単位に増え, 2002年度卒業生用にはさらに数学が2

単位から3単位に増えている。つまり,卒業要件は,

表4に示した大学進学に必要な最低単位数に近いもの

に引き上げられつつある。また,合格が義務づけられ

ているオハイオ能カテストの科目に2001年度卒業生か

ら科学が新たに加えられている。オハイオ州の卒業要

件は,語学や社会科を重視し,労働に関するセミナー

や4年生自主プロジェクトなどを必修とするボイヤー

報告6)よりも,「危機に立つ国家」7)で示された教育内容

の勧告に近いものになりつつある｡なお,テクノロジー

やコンピューター教育の重視に伴い,99年度に約600台

コンピューターが搬入されたという。

第2に,優秀な生徒には,オーナーズ・クラス(特

進クラス)が用意されており,能カテストに対応した

コースもみられ,能力主義が徹底されている。

第3に,職業教育(vocational education)の位置づ

けられ方である。従来のように,職業教育コースが別

枠で設定されているのではなく, Family & Consumer

Sciencesのコースが含まれている応用科学(Applied

Science)とビジネス教育の中にみられる。こうした

コース設定には, 1990年代にアカデミック教科が重視

され,アカデミック･トラックとVocationalトラック

の統合が求められるようになったことが反映している

と考えられる。キャリア教育は,キャリア教育の研究

(Studies in Career Explanation)で行われる。この

点について詳しくは後述したい。

第4に,多文化状況への対応についてであり, ESL

関係のコース設定とともに, Global Gourmetなどの

コース設定がみられる。後者は, Family & Consumer

Sciencesの1コースであり,多文化状況への対応につ

いてもこのコースを取り上げ,後で検討したい。

さて,ダブリン・サイオト・ハイスクールの生徒を

取り巻く10年間の変化について,ESLのバイリンガ

ル･エイトの一人であるThosi Smithは,重要な指摘

を行っ七いる。ダブリン・サイオト・ハイスクールで

は,次のような変化が生しているという。

1つは,持ち物などの規則が厳しくなっている。

2つには,標準能カテストの導入により,生徒は主

要科目の基礎学力の向上を目指すが,進級できないの

ではないかというプレッシャーを常に抱えている8)。

3つには,その一方で, Work to Study9)(働きなが

ら学ぶ)ことや社会奉仕が重視されている。

4つには,コンピューター教育の導入である。

5つには,多文化状況の進行である。

以上の中で,5つ目の点を除く4点は,いずれも世

界競争への挑戦のための教育政策の一貫として進めら

れているものである。そして,それらは,学校生活を

抑圧的なものにしているといえよう。特に,生徒の多

文化状況が進行している中で,小学校低学年からの標

準能カテストの実施は,英語を母国語としないマイノ

リティの生徒たちにとって,進級できないのではない

かという大きなプレッシャーとなっていることが全米

で問題になっている。生徒の置かれている状況の変化

は,また家庭科のコース設定や履修状況にも影響があ

ると考えられ,以下で検討してみたい。

3.ダブリン・サイオト・ハイスクールの

Family & Consumer Sciences コース

(1)ダリン学区のFamily & Consumer Sciences

コース

ダブリン学区のハイスクール卒業要件では, Family

& Consumer Sciencesは選択科目として応用科学と

いう分野に位置づけられ,10種類のコースが設定され

ている。表5は,応用科学分野のコースを示したもの

である。科目によっては学年が指定されている。どの

コースも,多学年の生徒が一緒に授業を受ける。

表6は, Family & Consumer Sciences のコース内

容の解説を示したものである。
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表5 応用科学のコースー覧(ダブリン学区1999-2000年度の場合)

Family & Consumer Sciencesの10コースは,すバ

イオ州教育局作成の「ハイスクールWork & Family

Lifeのプロセス･スキルと学習内容」1o)(表7参照)に

学習内容のコア領域として掲げられている6つを整理

して5つのコースを設定し,さらに5つのコースを加

えたものである。なお,職業プログラムやGRADSは

設定されていない。この学区の大学進学牢の高さや地

域性によると考えられる。

6つのコア領域とは,表7に示した「人間の発達」

「資源のマネジメント」「栄養と健康」「家族関係」「ラ

イフ・プランニング」「親になる」である。

Life Choiceは通年のコースで,前期に「人間の発

達」の内容が,後期に「資源のマネジメント」の内容

が扱われる。 Family Living は「家族関係」, Parenting

and Child Development は「親になる」,0n Your Own

は「ライフ･プランニング」, Foods and Fitness は「栄

養と健康」の内容が扱われる。

これらの基本コースに加えて,5つのコース,すな

わちService Learning, Global Gourmet, Interior

Design and Housing, Conflict Management and

Mediation, Studies in Career Explorationが設定さ

れている。

Service Learning は,先のSmithの指摘にあった社

会奉仕を単位化するコースである。

Global Gourmetは,基本的には栄養と健康の応用

コースといえる。 しかし,これは,先に述べたダブリ

ンの生徒の多文化状況に対応したものであるととも

に,近年の文化・経済のグローバル化や地球規模の環

境問題を意識したものといえる。

Interior Design and Housingは,従来の住居領域

ではあるが現代的にデザイン理論を基盤とし,歴史的

検討なども含むコースになっている。

Conflict Management and Mediation は,他者との

関係,葛藤やストレスの調整に関わる主題を探求し,

その過程で何らかのアクティビティや実地プロジェク

トを体験しつつ,必要なスキルを習得することを重視

するコースである。これは,人間の発達の1部とWork

& Family Life で習得が意図されているプロセス・ス

キルの1つである「他者との関係」(肯定的関係,他者

をケアする関係・効果的コミュニケーション・コンフ

リク･トのマネジメント)や「リーグヽ=-シップの役割を

引き受ける」に対応したコースでもあると考えられる。
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表6 Family & Consumer Sciencesのコース内容一覧
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表7 ハイスクールWork & Family Life のプロセス・スキルと学習内容

Studies in Career Exploration は,キャリア・プラ

ンニングのためにコミュニティに出て体験しながら,

本格的にキャリア探求を行うコースである。

Conflict Management and Mediation とStudies in

Career Eχploration の2つのコースは,ハイスクール

の生徒にとって重要な課題をアクティビティや実地研

究を伴って探求的に学ぶことを課している。

しかし,これら5コースのうち, Global Gourmet 以

外のコースは,サイオト・ハイスクールでは開講され

ていなかった。

以上の事から,ダブリン学区のFamily & Con-

sumer Sciences のコース・オブ・スタディは,基本的

には州教育局作成の枠組みに即したものであるといえ

る。そして,以下の点に,注目しておく必要がある。

第1に,スキルの習得の仕方についてである。例え

ば,暮らしに関する一般的な学習はLife Choiceで行

われ,生徒は自立した生活をおくれるように援助され

るが,生活領域の内容全般が扱われており,日本の「家

庭一般」にあたるものといえよう。そこには,自立の

ためのスキルとして,食物の選択と準備,被服の構成

と購買,子どもの発達,インテリア・デザインのみな

らず,意思決定,問題解決,相互交流などが位置づけ

られているが,学習の過程で必要なときに状況に埋め

込まれた形で習得されることが目指されている。

第2に, Global Gourmet の設定である。現代を生き

るには,食物分野に限らず,グローバル化や,多文化

-

の視点で暮らしを見つめなおすことが必要となる。オ

ハイオ州教育局が90年代に作成した能力表 Ohio's

Competency A4雨s耘 Proj

1加11)には,グローバル化を意識し,多文化主義の視点

で書かれた能力が掲げられており,記述は特に食物領

域に多い。オハイオ州教育局が提案しているように,

Global Gourmetのようなコースを開講することは重

要である。このコースの課題にっいては,後でサイオ

ト・ハイスクールの授業を取り上げて検討したい。

第3に,キャリア探求のコースの設定と,職業準備

に関わる内容がいくつかのコースに含まれている点で

ある。 Family Living では,「卒業後の自分の暮らしを

豊かなものにするための機会を提供することに興味が

ある若い男女に推奨される」と記されており,家族教

育に関連する職業準備をも含んでいると言える。また,

Parenting and Child Development においても,子ど

ものためのよい環境を提供することに興味がある男女

に推奨されており,このコースも職業準備を含んでい

る。

第4に, Work to Study にっいてである。アメリカ

では, 1990年代にアカデミック教育と職業教育の統合

が求められてきた。「1990年米国職業教育法修正」(The

Carl D. Perkins Vocational Education and Applied

Technology Education Act of 1990, Public Law 101

-392)では「コースを一貫した順序に配置したプログ

ラムの中でアカデミックな教育と職業教育が統合」す
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ることが求められ,「学校から仕事への機会の保障法」

(The School-to-Work Opportunities Act of 1994,

Public Law 103-239)では, Work to Studyが強調

され,地域に出て,実際に活動しながら学ぶことが重

視された12)。オハイオ州では10年前は職業コースとア

カデミック・コースは2つのトラックとして明確にわ

けられていたが,近年は両者の「統合」が強調され。

「状況アプローチ」や「真正の学習」理論のもとで,

抽象的なアカデミック・スキルを具体的でリアルな生

活や仕事の現実に埋め戻して学ぶことが主張されてい

る。ダブリン学区では, Life ChoiceでFHA/HERO

(現在,オハイオ州ではFCCLA)13)の活動が行われ,

さらに応用科学の中にあるOWE (Occupational

Work Exploration)では,実際に地域に出て働いてみ

ることになっている。また, Service Learning では,

ボランティア活動として,地域に出て活動する。アメ

リカでは家庭科教育の成立当初から実際に地域に出て

働く体験が重視されてきたが,近年,アカデミック教

科重視の中でこうした活動が形を変えて重視されてい

ると考えられる。

Service Learningについては, 1993年に「連邦コ

ミュニティサービス法」(National and Community

Service Trust Act of 1993)が制定され,アカデミッ

クな学習と現実を結びつけ,生徒が十分に組織化され

たサービス活動に積極的に参加することを通して発達

できるようにすることが推奨されている。しかしなが

ら,選択科目とはいえ,ボランティア活動を単位化し,

積極的に促すことについては,ボランティア活動の本

来の意味に立ち返って慎重に検討することが必要であ

ろう。ボランティアが,単純に卒業単位と交換されて

はならないし,思想信条の問題もあるからである。ボ

ランティア活動を体験する場合も,ただ体験するので

はなく,ボランティア活動や非営利団体の意味や組織

のあり方自体が学びの対象として位置づけられ,生徒

たちにより(批判的に)検討されることが必要であろ

う。こうした視点の必要は,FHA/HEROやOWEな

どの活動を行う場合についても同様である。また,危

惧されてきたことであるが,これらのコースを低学力

の生徒の受け皿と捉えられてはならないであろう。

最後に,ダブリン学区のコース一覧で気になる点に

について,述べておきたい。

一つは, 1970年代から職業教育法などにより取り組

まれてきたジェンダーの問題やセクシュアリティにつ

いてである14)。表6には,これらの視点がみられない。

しかし, Workmanによると性別役割分業については,

Family Livingで扱われ,職業上の性別役割固定の問

題については, Life Choiceのクラスでも扱われると

いうことであった。前掲のオハイオ州教育局の能力表

Ohio's Competency Analysis Profile:Work an丿

FamilyL加をみると, Family Livingの項目に「家

族の社会的･文化的多様性の重要性を分析する」「仝家

族員の権利,責任,期待を明確にする」などの記述と

ともに,「関係の中に存在するジェンダーヘの期待や役

割の区別を分析する」や「関係の中に存在する権力を

分析する」などの記述,さらに子どもの虐待の記述も

みられる15)。また, Life Choice にはセクシュアリティ

の記述がみられる16)｡セクシュアリティについて,ダブ

リン学区ではFamily Living の「デートすること」な

どで扱われるかもしれないが,権利や権力の問題を明

確に位置づけて,家族と仕事のあり方を探求すること

が求められる。

もう一つは, Family & Consumer Sciencesが,家

庭という私的領域に限定することなく,地域・社会と

いう公的領域に踏み込んで学習が展開されるかどうか

についてである。表7のプロセス・スキルの欄をみる

と,こうした視点はオハイオ州教育局においては明確

である。先のOhio's Competency Analysis Proβle:

Work and FamilyL加をみると,6つの内容領域に

関する能力においても,経済や政治など公的領域に踏

み込む記述は多い。だが,後述するように実際の授業

でどのように私的領域と公的領域の課題をつなげて検

討できるかが課題となる。

(2)ダブリン・サイオト・ハイスクールのFamily &

Consumer Sciences コースの授業

ダブリン・サイオト・ハイスクールでは, 1999年度

は先の6つのコア領域に対応した, Life Choice (Per-

sonal DevelopmentとResource Management),

Family Living, Parenting and Child Development,

On Your Own, Global Gourmet の6種類のクラスを

3人の教師, Jennifer Workman, Amanda Canary,

Christi Andrewsが担当していた。開講されていない

コースがあるのはコースに登録した生徒が15人以上の

場合に授業を開講できることや,家庭科教員の数など

の事情によると推察される。

このようなFamily & Consumer Sciencesコース

の開講の仕方は,一般的であると推察される17)。

Family & Consumer Sciencesのコースを受講する

生徒は,1コースのみをとる生徒が全体の約25%, 2つ

のコースをとる生徒は全体の約15%であるという。食

物関係は人気があり,5クラス(約125人が受講する。

Foods and Fitness とGlobal Gourmetが隔年で交互

に開講されている。

Workmanによれば,この10年間で大きく変化した

点は4つのプロセス・スキルが重視されたことと,「問

い」で授業を進めるようになったことであるという。

そのため,一つには,授業でアクティビティが取り

入れられたり,対話・討論を生徒たち自身が運営した

りしていた。実際に授業を参観すると,授業にこれら

の点が組み込まれていた。例えば, CanaryのFamily
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Livingのクラスではあるグループが司会になってデ

ィスカッションを組織していたり, Life Choiceのク

ラスでは,意思決定の選択における葛藤状況をロール

プレイングで体験するゲームが実施されていた。

他方,コミュニティでの活動については, FHA/

HERO(FCCLA)が行われていたが,登録料が高いた

め,連邦レベル・州レベルの組織に加入せず,学校内

だけで実施しているということであった。一月に一回

のクラスに15人が参加して行われる。この活動は, Life

Choiceコースの一環として行われていると考えられ

る。しかし,サイオト・ハイスクールでは, Service

Learning, Conflict Management and Mediation,

Studies in Career Exploration など,コミュニティで

実地体験する活動は,あまり実施されていなかった。

新設のハイスクールで,大学進学準備に力が注がれて

いるためと考えられる。

しかしながら, WorkmanのOn Your Own のクラ

スでは,仕事の準備として,目標の設定(第1週),キャ

リアについて調査と報告書づくり(第2週),それにあ

わせた履歴書づくり(第3週)が行われていた。そこ

で,どのように労働が調査され,生徒たちによりその

情報や仕事の価値観などが交流されたかが,問われる

ところであろう。

最後に, Global Gourmetの授業について検討して

おこう。Global Gourmet は,生徒の多文化状況の進行

に伴い,実施されていると考えられる。表6をみると,

健康問題が少ない諸外国の食べ物や健康な暮らしを研

究するコースであると記されている。主なトピックス

は,諸外国の食物,ダイエット,調理記述,ライフス

タイルである。また,環境問題に影響を及ぼす食物,

テクノロジー,消費者の選択に関連する環境の課題が

検討されることになっている。

ダブリン・サイオト・ハイスクールでは, Global

Gourmetクラスは,生徒に人気がある。参観した授業

では,中国料理が取り上げられ,チキン入りチャーハ

ンと卵のスープの実習が行われていた。この後,アフ

リカ料理のクスクスを取り上げ,調理するということ

であった。生徒は,楽しそうにやってきて調理をし,

調理をしながら,｢なぜ,中国の人は健康であるのか｣

という問いの答えを探す。

このコース設定の視点は,多様な文化を知る,とい

う従来型の｢中華料理をつくって食べよう!｣を脱し,

中華料理と自分たちの食物・調理文化とを比較し,共

通点や差異を探し,自分たちの文化を相対化し,問い

直す視点を有している。単に多文化をカリキュラムに

組み込んだだけの多文化教育から,エスニック・マイ

ノリティの食文化や暮らし方からマジョリティを問い

直す多文化主義の契機がみられるからである18)。しか

し,その視点が自分の健康という狭い健康概念に収斂

されてはならないであろう。この点で,このコースが

如何なる世界を扱うのかが,問われる。例えば,世界

の食糧問題へと発展させたり,京都議定書を離脱した

アメリカだからこそ,地球環境問題へと発展させるこ

とが求められよう。

数時間のクラスを参観しただけではわからないが,

具体的な授業の展開を垣間見た限りでは,社会的な視

点をどのように組み込んで私的生活を考えていけるか

が課題であると考えられる。

4 . Family & Consumer Sciencesを取り

巻く状況と課題

本報告では,オハイオ州のダブリン・サイオト・ハ

イスクールのFamily & Consumer Sciences Educa-

tionのコースの事例を見てきた｡Family & Consumer

Sciencesは,先に述べた学校の変容と無関係ではいら

れない。最後に,標準能カテストの実施とアカデミッ

ク教科の重視の影響について,考察しておきたい。

ダブリン・サイオト・ハイスクールでは,近年の能

力主義・管理主義のプレッシャーから逃れるために,

Family & Consumer Sciencesのコースが選択される

という実態が指摘されていた。例えば, Family &

Consumer Sciencesのコース選択について,「楽しさ

を求めて生徒がやってくる」(Workman)や「3年生に

なると,生徒は楽をしたいのでFamily & Consumer

Sciencesのコースを選択する」(Smith)などの指摘で

ある。しかしながら,生徒の選択を単なる「楽しみ」,

あるいは「楽をしたい」と見るべきではないであろう。

そうではなく,生徒たちは,現実生活と関わって学ぶ

ことを求めている,抽象的なアカデミック・スキルを

具体的でリアルな生活や仕事の現実に埋め戻して学ぶ

ことを求めていると捉えることが必要ではないだろう

か。もし,過度の締め付けの反動であるとしても,そ

うした管理や学習のあり方が問われているのである。

そして,生徒が家庭科関連科目を選択するのは,オ

ハイオ州で1990年代に「どのように教えるか」の研究

に重点が置かれ, 1980年代に既に着手されていた家庭

科の内容と目的の転換が成果をあげてきたことと結び

ついているのではないだろうか。内容・目的・方法の

転換とは,家庭で役立つ家事技能のあれこれの習得か

ら,生徒の今に応える学びである。それは,具体的な

作業や活動を伴った,今の自分と将来,暮らしと職業

世界の探求である。

だとすれば,進学校であるダブリン・サイオト・ハ

イスクールにおいても, GRADSのコースを視野に入

れて,自立に関わる探求,特にセクシュアリティや職

業・労働世界を探求する学びを保障していくことが求

められているのではないだろうか。また,生徒が生き

る世界をリアルに探求でき,新たなあり方を共同で創

造できるように,学びの中でジェンダー,グローバル

化,地球規模の環境問題などの現代的・人類的課題に
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具体的な現実から,つまり私的領域とされてきた個

人・家族の生活から,どのようにアプローチするかが

問われるであろう。新自由主義・新保守主義教育政策

が進行する今だからこそ,アメリカでも日本でも,こ

うした生徒の期待に応える学びを家庭科の中でつくり

だしていくことこそが重要であるといえよう。
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